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Summary

　　　One　of　the　most　important　factors　which　determines　the　success　of　complete　denture

prosthodontics　is　fitting　the　denture　to　the　tissues．　Poorly　fitting　dentures，　irritation，　and

other　discomforts　currently　are　treated　by　dentists　with　the　use　of　tissue　conditioners　and

soft　liners．　lt　is　desirable　for　tissue　conditioner　to　adapt　to　the　oral　mucosa　as　it　heals　and

also　absorbs　stresses　during　mastication．　Tissue　conditioners　generally　consist　of　a　polymer

powder　mixed　with　a　liquid　compound　of　a　plasticiser　and　a　penetrant．　In　most　condi・

tioners，　the　powder　is　an　acrylic　resin　polymer，　usually　poly（ethyl　methacrylate）；the

plasticiser　is　an　aromatic　ester，　usually　butyl　phthalyl　butyl　glycolate；and　the　penetrant

is　ethyl　alcoho1．　The　purpose　of　this　study　was　to　evaluate　the　detailed　composition　of　seven

tissue　conditioners．

緒 言

　1959年，Lytlei）は，有床義歯患者の咬合の不調

和と，義歯の適合が悪いと，床下粘膜に変形や炎

症等の障害を引き起こし，歯槽骨の吸収も招くと

報告した．1961年Chase2｝は，粘膜の調整および動

的印象に有効な材料としてティッシュコンディ

ショナーを開発した．その後，臨床術式の考案や

本論文の要旨は，第34回松本歯科大学学会（平成4年6月13日）において発表された．（1992年7月1日受理）
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改良により，ティッシュコンディショナーは，新

義歯の作製やりべ一スのための印象に先立ち，有

床義歯により変形あるいは障害を受けた義歯床下

粘膜を，正常な状態に回復させるために用いられ

るだけでなく，機能印象材としての応用や即時義

歯への利用など，今日の補綴臨床に広く用いられ

てきている3”－15）．

　このように，ティッシュコンディショナーは，

床下粘膜に異常を生じた症例に対して使用する

と，炎症などの症状を改善し，正常な状態にする

効果があることが，明らかにされている．

　しかし，この効果は，ティッシュコンディショ

ナーの弾性によるものか成分によるものか，未だ

不明な点が多い．そこで，今回，ティッシュコン

ディショナーに，どのような成分が含まれている

のか検討するため，入手できた市販ティッシュコ

ソディショナーの7品目についてIR，　HPLC，　GC

により分析を行なった結果，若干の知見を得たの

で報告する．

材料と方法

1．材料ならびに試料の作製

　実験に使用した材料は，松風社製Tissue－Con－

ditioner（図1），　De－trey社製Visco－Ge1（図2），

三金工業社製Fit－Softer（図3），　G－C社製Soft

－Liner（図4），亀水化学社製Denture－Soft　II（図

5），Caulk社製Caulk－Lynal（図6），　Coe社製

Coe－Comfort（図7），の7品目について行なった

（表1）．

1）主成分の分析

　主成分の分析には，島津製作所社製IR－460（ダ

ブルビーム赤外分光光度計）（図8）を用いた．

　（1）試料作製

　液体は，NaC1を用いた「液膜法」による．この

表1：実験に用いた市販ティッシュコンディショナー

商品名 会社名　　バッチナンバー

　　　　Liquid　　Powder

Tissue－Conditioner

Visco・Gel

Fit－Softer

Soft－Liner

Denture－Soft　II

Caulk・Lynal

COE・Comfort

松風　　　　129061

De－Trey　　LD83

三金　　　　610

G－C　　　O40312
亀水化学　　6005

L．D．　Caulk　O42778

COE　　　　　93／04

129061

LB127
121

280612

6007

021081

96／02
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方法は，図9に示した窓板に既知の厚さのスペー

サを置き，試料を数滴落として気泡の入らないよ

うに他の窓板で挟み込む．スベーサの厚さは0．1

mmとする．

　粉末は「臭化カリウム錠剤法」により測定した．

試料約1mgを乳鉢でよくすりつぶした後，約0．2g

のKBr粉末と混ぜ合わせ，この混合物を図10・11

に示す錠剤成形器を使い真空ポンプによって1

mmHg程度に減圧し，試料中の水蒸気を除去しな

がら8トンで加圧し錠剤にする．錠剤の直径は13

mmである．

　（2）測定

　試料の波数に対する％透過度を測定した、

　測定範囲は，4000～400cm－1とする．

2）主成分の定量

　主成分の定量には，主成分が純品として入手で

きた6品目については，高速液体クロマトグラフ

を用い，3点検量線法により，BBPもしくは

BPBGの定量を行った．また今回主成分が純品と

して入手できなかった1品目についても分析を行

い，他6品目との比較を行った．

　（1）測定方法

　①可視紫外分光光度計により，クロロホルムを

対照とし，BBPおよびBPBG純品の最大吸収波

長を測定する．

　②測定された最大吸収波長により調製した各濃

度の標準溶液のピーク面積を測定する（図13）．次

に単品の秤取量及び測定したピーク面積を基に一

次回帰直線（図14）を求めこれを検量線とし，そ

の式を算出する．この式に，測定した資料溶液の

ピーク面積を代入し含有量を求め，さらに本品の

秤取量から含有量を算出しこれを定量値とする．

　②　試料調製

　①紫外可視用：BBP，　BPBGそれぞれの純品，

約0．025g（1滴）をクロロホルムで25　mlとする．

　②液加用：

　標準溶液：BBP，　BPBGそれぞれの純品，約

0．025g（1滴）を精秤しクPロホルムで正確に25

m1とする（0．1％）．次に，この液を正確に10　ml秤

りクロロホルムで正確に25m1とする（0．04％）．

更にこの液を正確に5ml秤りクロロホルムで正

確に25　mlとする（0．008％）．

　試料溶液：各本品の約0．02g（1滴）を精秤しク

ロロホルムで正確に25mlとする．
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図l　Tissue－Conditioner

図2　Visco－Gel

図3　Fit－－Softer

図4　Soft－Liner

図5：Denture－・Soft　lI

図6　Caulk－Lynal

図7　Coe－Comfort

図8　1R
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図9：液体の資料作製に用いた窓板

157

図12：HPLC

図10：粉末の資料作製に用いた錠剤成形器

図11：錠剤成形器の打ちぬぎ部

　（3）測定条件

①紫外可視分光光度計：日立製作所

　　Model　200－20　Spectrophotometer

②高速液体クロマトグラフ；（HPLC）

　　検出器：島津製作所　SPD－6AV

　　ポソプ：島津製作所　LC－6A

　　クロマトパック：島津製作所　C－R6A

　　カラム：Shimpack　CLC－ODS（M）

　　移動相：メタノール・水（80：20）

　　流　速：1．Omg／min

　　測定波長：UV（245　nm）

　　注入量：20μ1（ループインジェクション法）

3）エタノールの定量

　エタノールの定量には，ガスクロマトグラフ

（GC）（図15）を用いた．

　アセトニトリルを内部標準物質，および標準品

として無水エタノールを用いたガスクロマトグラ

フ法の内部標準法により分析を行なった（図16）．

（1＞試料調製

①V／V％

　標準溶液：内部標準液及びエタノール標準液

　　　それぞれ5mlを正確に秤りn一プロパノー

　　　ルを加え25　mlとする．

　　内部標準液：アセトニトリル10mlを正確に

　　秤りn一プロパノールを加え正確に100　ml

　　　とする．

　　エタノール標準液：無水エタノール5mlを

　　正確に秤りn一プロパノールを加え正確に

　　25　mlとする．

　試料溶液：内部標準液5ml及び試料5ml
　　を正確に秤りn一プロパノールを加え25ml

　　　とする．
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図13：例、BPBGの検量線

tlAII［

　　（測定したV／V％を基に，比重からW／V％

　　を換算する．）

②W／W％及びW／V％

　標準溶液：アセトニトリル0．5g及び無水エ

　　タノール0．5gを正確に秤り，　n一プロパ

　　ノールを加え25mlとする．

　試料溶液：アセトニトリル0．5g及び本品1

　　mlを正確に秤り（その際本品の重量を精秤

　　しておく）n一プロパノールを加え25mlと

　　する．

　　（本品の重量からW／W％を基に，比重から

　　W／V％を換算する．）

②　測定条件

検出器：FID・水素炎イオン化検出器（島津製作

　所ガスクロマトグラフGC－15A）

カラム：内径3mm，長さ2mのガラス管に

　　50～100メッシュのガスクロマトグラフ用球

　　状多孔性ポリマービーズ（ポラパツクPS：

　　Waters　Associates，　INC．）を充填する．

　カラム温度：110℃

　インジェクタ温度：130℃

　試料注入量：0．1μ1

　キャリアーガス：N2

　流量：エタノールが5分前後に現われるように

　　N2の流量を調節する．

3）定性分析：

操作方法：小試験管に検体（数滴）を取り，これ

　に二硫化炭素2～3滴とNaOHの小粒とを加

　える．次に1％モリブデン酸アンモニウム溶液

　1～2滴を加え，希硫酸で酸性にしてクロロホ

　ルム数滴を加える．クロロホルム層が紫色を呈

　すれば第一級または第二級アルコールの存在を
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【一次回帰直線】　×軸：秤取量（9）　　　　ygL由：ピーク面積
羅鐵賠；S8§8さ；；599298D81・e81797”X

0．002216 Ul．Z14958 0．B277
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Pt耳R量（9）

クラフー2　　検五】線〔BPBG｝

　ピーク面債
］3632788

【一　次　回　帰　直　線】
　×軸：秤取量（g）　　　　Y軸：ピーク面漬
　∀＝（ユ26365．649144）＋（529649864．】40816）’×
　決定係数r＝0．99978Z

7372612．5

］112437
〔〕．eo204S 0．Ol3824 0．0256

秤取量（9）

図14：例、一次回帰直線

示す2η（表2）．

図15：GC

結 果

　（1）粉末の主成分分析としてIRの結果を，

Visco－Gel，　Fit－Softer（図17）Soft－Liner，　Dentur・

e－Soft　II（図18），　Caulk－Lyna1（図19），　Tissue

－Conditioner（図20），　Coe－Comfort（図21）に示

した．これは，PEMA（ポリエチルメタクリレー

ト）の吸収と一致したことより，PEMAと同定で

きる．尚，横軸は「波数」で，cm－1である．縦軸

は「透過度」を示している．液体の主成分分析に

際して，純品のBBPとBPBGの吸収スペクトル

の主たる相違点は，1，207cm－1付近に吸収を有す

るか否かであり，1，207　cm’i付近に吸収を持つも

のをBPBG（図22），持たないものをBBP（図23）

と同定した．よって，Tissue－Conditioner（図24）

はBBPと，　Visco－Gel，　Fit－Softer（図25）Soft

－Liner，　Denture－Soft　II（図26），　Caulk－Lynal（図

27）は，BPBGであると同定した．　Coe℃omfort

（図29）は純品が得られなかったので同定は不可

能であったが，文献からBB（ベンジルベンゾエー

ト）と，ES（ステアリン酸エステル）との混合物

であると考えられる．

　（2）HPLCによる主成分の定量結果を（表3）

に示す．Visco－Ge1が最も多く94．62％ついで，　Fit

－Softerが92．99％，　Denture－Soft　IIは88．70％，

Soft－Linerは86．73％，ついでTissue－Condi－

tionerが85．67％，　Caulk－Lynalは67．93％で最も
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　　　　　　　　　　　　　図16：例、エタノールの標準溶液
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少なかった．

　（3）GCによるエタノール濃度の結果を（表4）

に示す．Soft－Linerが最も多く15．71％，次いで

Tissue－Conditionerが13．94％，　Denture－Soft　II

は12．51％，Fit－Softerは8．60％，　Visco－Gelは

7．16％っいで，Coe－Comfortが6．58％で，　Caulk

表2：定性分析による結果

商品名 存在の有無

Soft・Liner

Tissue－Conditioner

Fit・Softer

Denture－Soft　II

Visco－Gel

Caulk－Lynal

　　　　陽性

　　　　陽性

　　　　陽性

　　　　陽性

　　　　陽性
未確認（低濃度のため）

表3二高速液体クロマトグラフ（HPLC）による定量
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一Lynalが0．49％で，最も少なかった．

　（4）定性分析の結果を表2に示す，これは第一

級または，第二級アルコールの存在を示している．

　⑤　各品目の主成分定量値と，エタノール濃度

の和を表5に示す．

Soft－Linerは102．44％，ついでVisco－Gelは

101．78％，Fit－Softerは101．59％，　Denture－Soft

IIは101．21％，　Tissue－Conditionerは99．61％，つ

いでCaulk－Lyna1は68．42％，である．　Coe－Com－

fortは純品が入手できなかったため測定できな

かった．

考 察

商品名 主成分 定量値

Visco－Gel

Fit－Softer

Denture・Soft　II

Soft－Liner

Caulk・Lynal

Tissue・Conditioner

COE、Comfort

BPBG　　　　94．62

BPBG　　　　92．99

BPBG　　　　88．70

BPBG　　　　86．73

BPBG　　　　67．93

BBP　　　　85．67

BB十ES　　一
（W／V％）

表4　ガスクロマトグラフ（GC）によるエタノール濃度

商品名 エタノール濃度

Soft－Liner

Tissue・Conditioner

Denture－Soft　II

Fit－Softer

Visco－Gel

COE－Comfort

Caulk・Lynal

15．71

13．94

12．51

8．60

7。16

6．58

0．49

（W／V％）

表5：各品目の主成分定量値と、エタノール濃度の和

商品名 主成分
主成分定量値＋

エタノール濃度

Soft・Liner

Visco・Gel

Fit・Softer

Denture．Soft　II

Caulk－Lynal

Tissue－Conditioner

COE・Comfort

BPBG
BPBG
BPBG
BPBG
BPBG
BBP
BB十ES

102．44

101．78

101．59

101．21

68．42

99．61

（W／V％）

　ティッシュコンディショナーは，今から30年前，

1961年Chase2）によって粘膜の調整および動的印

象に有効な材料として紹介されたのに始まる．つ

いで，1962年，松本ら3）が変形した粘膜を正常な形

態に回復させる効果があることも明らかにし，

1972年には，Tassarotti川こより，多くの活用と改

良により，臨床上で肉眼的に，また，バイオプシー

検査で組織学的に炎症を伴う粘膜組織に対する

ティッシュコソディショナーの効果を確証され

た．その後，新しい臨床術式の考案や改良により，

ティッシュコンディショナーは，新義歯の作製や

リベースのための印象に先立ち，有床義歯により

変形あるいは障害を受けた義歯床粘膜を，正常な

状態に回復させるために用いられるほか，機能印

象材としての応用や即時義歯への利用など，今日

の臨床に広く用いられている3－15）．

　このようにティッシュコンディショナーは，床

下粘膜に異常を生じた症例に対して使用すると，

炎症などの症状を改善し，正常な状態にする効果

があることなどが明らかにされている．

　しかし，この効果は，ティッシュコンディショ

ナーの弾性によるものか成分によるものか，未だ

不明な点が多い．そこで，本稿は入手できた市販

ティッシュコンディショナーの7品目について

IR，　HPLC，　GCにより成分の分析を行なった結果

をもとに報告したものである．

1）実験材料について

　今回の分析には，先に述べた市販ティッシュコ

ンディショナーであるVisco－Gel，　Fit－Softer，

Soft－Liner，　Denture－Soft　II，　Caulk－Lynal，

Tissue－Conditioner，　Coe－Comfortの7品目につ
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いておこなった．これらの製品は，現在，当科診

療室に於いて主に用いられている材料であり，市

販ティッシュコンディショナーの分析としては，

十分でないかと思われる．しかしながら，Hydro

－Castの入手が間に合わず，分析できなかった点

に関しては，Hfydro－Castが市販ティッシュコン

ディショナーの先駆品であることからも，今回の

実験においての不足点と考えられる．

2）実験方法について

　主成分の分析には，島津製作社製IR－460（ダブ

ルビーム赤外分光光度計）（図8）を用いたが，測

定波長が4000～400cm－1であるのは，400　cm－i以

00　30002000 ISOO

図17：Powder－PEMA

0030002900

Tissue　Conditioner

図20：Powder－PEMA

00　30002000

図18：Powder－PEMA

500 400030002000

図21：Powder－PEMA

00　30002000

図19：Powder－PEMA

（％）

100

80

2e

図22：BPBG
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下では，KBrの吸収により，測定不可能であるた

め，この範囲での測定となった．しかしながら，

この範囲内での測定条件で，主成分の同定はおお

むね可能であったと考えられる．

　主成分の定量には，主成分が純品として入手で

きた6品目については，高速液体クロマトグラフ
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を用い，3点検量法により，BBPもしくはBPBG

の定量を行った．また今回主成分が純品として入

手できなかった1品目についても分析を行い，他

6品目との比較を行った．

　エタノール濃度の定量には，ガスクロマトグラ

フ（GC）（図15）を用いた．これら主成分の定量値

（％）

100

勺

図23：BBP

500

図26：Liquid－BPBG

entu『e　S　ft　II
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0030002000

図24：Liquid－BBP
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図27：Liquid－BPBG
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50 400030002000 1500 1000

図28：Liquid－BB＋ES
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とエタノール濃度との和は表5となり，この

Caulk－Lynalを除いた5品目における主成分の

定量値と，それぞれ今回定量したエタノール濃度

の和は，混合による体積変化を考えるとほぼ100に

等しく，十分信頼性に足りるが，さらに精密な評

価を行なうためには比重を測定する必要があると

考えられる．

3）分析結果について

　（1）IRによる粉末の主成分の分析結果による

と，粉末は，図17，18，19，20，21に示したよう

にVisco－Ge1，　Fit－Softer，　Soft－Liner，　Denture

－Soft　II，Caulk－Lynal，　Tissue－Conditioner，　Coe

－Comfortは，いずれもPEMA（ポリエチルメタ

アクリレート）と同定できる．本稿ではPEMAの

スペクトルは省略した．実験1に用いた材料である

ティッシュコンディショナー7品目のうち，

Visco－Ge1，　Coe－Comfort，　Soft－Linerの3品目

については，1970年Braden，また賛川16｝，片倉，

川上等18・19）により，PEMAであることがすでに明

らかにされていることにより，この分析結果には

信頼性が右るといえる．また，今回の分析により，

この他の4品目についてもティッシュコンディ

ショナーの粉末の主成分は，PEMAであることが

分かった．

　また，PEMAがこれらティッシュコンディショ

ナーの粉末の主成分として用いらている理由とし

て考えられることは，賛川16）によると，PEMAが

口腔内温度で適度な粘弾性的性質を発揮するの

に，適度なガラス転移点（井本23），Nielsen24｝）を

有しているためではないか述べている．

　（2）IRによる液体の分析結果によると，Tissue

－ConditionerのスペクFルは，図23に示した

BBPのスペクトルと同じ事よりBBPと，また，

図25，26，27のVisco－Gel，　Fit－Softer，　Soft

－Liner，　Denture－Soft　II，　Caulk－Lynalの5品

は，図22に示しBPBGのスペクトルと同じことよ

りBPBGであることが同定できる．しかし，　Coe

－Comfortは，図28に示すようなスペクトルが得

られたが，純品としてBBが入手できなったため，

BB純品のスペクトルは不明であるが，
Braden25），賛川16），川上等ls・19｝によると，　BB（ベ

ソジルベソゾレート）と，他の成分ES（ステアリ

ン酸エステル）の配合が考えられる．今回実験に

用いた材料であるティッシュコンディショナー7

品目のうち，Visco－Gel，　Coe－Comfort，　Soft

－Linerの3品目については，それぞれ，　Visco－Gel

とSoft－LinerはBPBG，　Coe－ComfortはBBで

あることがすでに明らかであり16－’19・25｝，粉末ポリ

マーには，主としてアクリル系のポリメタクリル

酸エチルがもちいられているが，他に塩化ビニル

酢酸ビニル共重合体を使用しているとし2の，液の

成分は，BPBG，　BBP，　BBなどの，主としてフタ

ル酸エステル系の可塑材にエチルアルコールを添

加した混合物であると論じている18・19）．以上より，

今回の実験結果は，信頼できるものと思われる．

そこで，これらティッシュコンディショナーの液

体の主成分である，可塑材の違いによる性質の影

響については，賛川16｝によると，瞬間弾性，遅延弾

性，粘性流動いずれの歪みにも影響し，BPBGは

BBに比べ，いずれの歪みも小さい値を示し，また

経時的変化では，BPBGがBBに比べ弾性率，粘

性率とも大きな増加傾向を示した，と述べられて

いる．しかし，片倉等18・19）によると，市販液に多く

用いられている分子構造の類似したフタル酸エス

テル系の可塑材はいずれも，ティッシュコンディ

ショナーの粘弾性的性質には，著しい変化を与え

ないと述べられている．また，片倉等18・19）による

と，これら可塑材による市販ティッシュコンディ

ショナーの性質への著しい影響は無いと述べてお

り，これらより可塑材のみによる違いは，一概に

は，現われないのではないかと思われる．

　（2）主成分の定量については，表3のHPLCに

よる分析結果よりVisco－Ge1が最も多く94．62％

ついで，Fit－Softerが92．99％，　Denture－Soft　IIは

88．70％，Soft－Linerは86．73％，ついでTissue

－Conditionerは85．67％，　Caulk－Lynalは67．93％

で最も少なかった．ティッシュコンディショナー

のこれら可塑材の量が多いほど瞬間性，遅延弾性，

粘性流動のいずれの歪みも大きくなった16｝．しか

し，歪みの経時的変化にはほとんど影響を及ぼさ

なかったと述べている．

　（3｝エタノールの定量については，表4のGC

による結果よりSoft－Linerが最も多く15．71％，

次いでTissue－Conditionerが13．94％，　Denture

－Soft　IIは12．51％，　Fit－Softerは8．60％，　Visco

－Gelは7．16％ついで，　Coe－Comfortが6．58％で，

Caulk－Lynalが0．49％で，最も少なかった．

　今回実験に用いたティッシュコンディショナー
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7品目のうち，Visco－Gel，　Coe－Comfort，　Soft

－Linerの3品目については，片倉，川上等ls・19）の

文献により，それぞれ，Soft－Linerは13％，　Visco

－Ge1は8％，　Coe－Comfortは6％，であることが

すでに明らかであることより，十分信頼性に足り

ると思われる．

　ティッシュコンディショナーの液にエタノール

を混入する理由として，可塑材のエステルは分子

量が大きいため，可塑材単体だけでは高分子粒子

への浸透が遅いので，それを速くするためだと説

明している25）．そして，エタノール混入量は粒子の

分子量，粘度によって決まるが，エタノールは患

者に不快感を与え，また，揮発によって硬化を招

くので混入量はできるだけ少ない方がよいとして

いる．しかし，佐藤21｝は，エタノールは初期におい

ては促進材として働き，膨張平衡状態においては

可塑材として作用すると述べ，エタノールの混入

は機能印象の目的には好都合なものとしている．

これらの見解は，混和直後の液の浸透を促進する

という点では両者とも同じ立場であるが，エタ

ノール混入に対する意見は異なっている．した

がって，単に補助的な役割で混入すべきものでは

なく，一概に少ない方が良いとは言えないといえ

る．しかし，賛川16）の実験によると，8時間以降の

粘弾性的性質の経時的変化は，主にエタノールの

揮発によることを示唆し，本材料にとって，混和

後数日間の粘弾性的性質の経時的変化が機能的に

重要である事を考えると，液に含まれるエタノー

ル量は注意すべき重要な組織因子と考えられると

報告している．また，ティッシュコンディショナー

の粘弾性的性質の経時的変化は，餅状化の進行，

および液に含まれている沸点の低いアルコールの

蒸発に伴う変化であり，Coe－Comfortの粘弾性的

性質の経時変化が，他の材料よりも小さいのは，

アルコール含有量が少ないためであろうとし2の，

また，ティッシュコンディショナーの液に含まれ

るエチルアルコールは，ティッシュコンァィショ

ナーのゲル化時間に関係するものであり，無添加

の場合は通常の臨床操作時間内ではほとんどゲル

化せず，またアルコールの添加量が材料によって

それぞれ異なっているのは，粉末と可塑剤の親和

性，粉末ポリマーの分子量と粘度などに関係する

ためであろう18）と報告している．これらの考えよ

り，エタノール量は，テaッシュコンディショナー
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の硬化に関与していることには間違いないとおも

われる．また，エタノール単体の消毒効果につい

ては明らかであることより，エタノール濃度の含

有量が多いことは，ティシュッコンディショナー

の消毒効果に関連しているのではないかと考えら

れる．しかし，ティッシュコンディショナーに含

まれているエタノールのうち，何％が硬化に関与

し，何％が揮発しているのかは明確でなく，この

揮発量により口腔内における消毒効果の有無が考

えられることより，今後検討したい点の一つであ

る．

　（4）各品目の主成分定量値と，エタノール濃度

の和を（表5）に示す．

Soft－Linerは102．44％，ついでVisco－Gelは

101．78％，Fit－Softerは101．59％，　Denture－Soft

IIは101．21％，　Tissue－Conditionerは99．61％，つ

いでCaulk－Lynalは68．42％である．　Coe－Com・

fortは純品が入手できなかったため測定できな

かった．

　Caulk－Lynalについては，主成分であるBPBG

濃度及びエタノール濃度を加えた値が約68％と低

い値を示したことより他の成分の配合が考えられ

るが，今回は分析できなかった．

　Coe－Comfortには抗菌作用を，ウソデシリン酸

に求めていることがわかっており7），Fit－Softer

には，抗炎作用の有るアズレンと，エリスロシン

が添加されていると報告されている28）．また，市販

されてはいないが，ティッシュコンディショナー

の改良品としてTC－8がある22｝．これは，汚れの

程度に応じて，酸性化すると変化するカラータイ

マーとしてアズレンと，エリスロシソの2種類を

混入することにより表面上の汚れというより，む

しろ物性の汚染状況をキャッチするとともに，抗

炎作用を有するということで，消炎の効果を期待

している．

　これら抗菌剤や，抗炎作用のある薬剤の添加理

由として，ティッシュコンディショナーは物性が

変化しやすく，清掃が困難であり汚れやすいこと

ため，真菌が組織調整材の内部に侵入しているこ

とも確認されているためと言われているが，これ

は，ティッシュコンディショナーの成分そのもの

に対しての対策であり，ロ腔粘膜の炎症など，そ

のものに対する対策ではない．

　そこで，今後当教室では，消炎，あるいは抗菌
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作用のあるティッシュコンディショナーの開発に

取り組む所存である．

結 論

　市販ティッシュコンディショナーの組成を，

IR，　HPLC，　GCにより，分析，定量した結果，以

下の結論を得た．

　（1）ティッシュコンディショナーの粉末の主成

分は，Visco－Gel，　Fit－Softer，　Soft－Liner，　Dentur・

e－Soft　II，　Caulk－Lynal，　Tissue－Conditioner，

Coe－Comfortは，いずれもPEMA（ポリエチルメ

タァクリレート）と同定できる．

　（2）液体分析結果については，Tissue－Condi－

tionerはBBP，　Visco－Ge1，　Fit－Softer，　Soft

－Liner，　Denture－Soft　II，　Caulk－Lynal，の5品

は，BPBGであることが同定できる．　Coe－Com－

fortは，　BB（ベンジルベンゾレート）と，他の成

分（ステアリソ酸エステル）の配合が考えられる．

　（3）エタノール濃度は，Soft－Linerが最も多く

15．71％，次いでTissue－Conditionerが13．94％，

Denture－Soft　IIは12．51％，　Fit－Softerは8．60％，

Visco－Ge1は7．16％ついで，　Coe－Comfortが

6．58％で，Caulk－Lynalが0．49％で，最も少な

かった．

　（4）各品目の主成分定量値と，エタノール濃度

の和は，Soft－Linerは102．44％，っいでVisco

－Gelは101．78％，　Fit－Softerは101．59％，　Denture

－Soft　IIは101．21％，　Tissue－Conditionerは

99．61％で，っいでCaulk－Lynalは68．42％であ

り，Coe－Comfortは純品が入手できなかったため

測定できなかった．

　以上の結論は，市販ティッシュコンディショ

ナーを臨床に於いて有効に応用する時の貴重な目

安となり，また今後，新しいタイプのティッシュ

コンディショナーを開発するための有益な示唆を

与えるものである．
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